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大和市民活動センター［拠点やまと］ 第６５号 ２０１２年１２月１日発行 

2012

１ 

あの手この手のマークの間のＳは solution（解決）のＳです。 

あの手この手で考えて、あの手この手で問題解決！ 

本号から 3 回にわたって、大和市にあった今はもうない古い

民家の姿を紹介します。描き留めてくださったのは今年 2 月

に亡くなった大久保信昭さん。この「たそがれ」という作品は

昭和 48 年（1973 年）の作。ほんの 40 年ほど前に、この民家

は現存し、ここで生活が営まれていました。喪ったものやこ

と、代わりに得たものやことは何か。絵はそれを問うているよ

うにも見えます。（小杉記） 

＊「あの手この手」は大和市民活動センター

のＨＰではカラーでご覧になれます。 

 

市役所オークシティ側の

会議室棟横にひっそりと

咲くツバキの木がある。昨

年度大和市「名誉の木」

最優秀賞・高橋家のツバ

キは深見にある。 

●大和市スケッチ NOW・３回シリーズ（その３） 高座渋谷駅前複合ビル・イコーザ 絵・柴田 豊（大和市職員） 

 谷分室の移転建替えにあわせ、駅前の市有地を活用し、

民間施設と複合化した「高座渋谷駅前複合ビル(愛称：イ

コーザ）」が建設されました。 

 平成 22 年に開館したイコーザには、地区のまちづくりの

核として、世代間交流の場や賑わいの場の創出という

役割が期待されています。 

－1－ 

 

 渋谷（南部地区）土地区画整理事業は、小田急江ノ島線

高座渋谷駅を中心に、東西約 600 ｍ、南北約 700 ｍ、約

42ha を施行区域としています。 

 昭和 35 年の施行区域の決定から、長い年月と資金を費

やした、大和市にとって今後ないであろう大規模な土

地区画整理事業です。事業に伴う渋谷学習センターと渋 

＜送付の際、同封のご案内＞ 

・第 56 回連続共育セミナー「会議上手になろう！ 」  12/18(火)開催のご案内 

 

 

大掃除 プラス  交流会   

１２月２８日（金）１０時に集合。１３時に解散（予定） 
 



１１/３(土)、４(日)

無事終了しました 

 

 

 

 

 

 
 
 
来場者は約 4,000 人。屋内・外とも賑やか。ご来場ありがとうございました。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会議が、すべてを決める 

私たちは、日々いろんなことを決めるためにたくさんの

会議に参加します。しかし、その会議の「質」が、団体の

力を決めるひとつのポイントでもあります。 

第５６回連続共育セミナーでは、「全てを決める」会議

をよりよくするために、「会議上手になろう！」をテーマに、

会議進行役である「ファシリテーター」について学ぶことと

しました。 

みんなが納得でき

る、流れのよい、成果

物がきちんと残る会議

にするためのテクニッ

クを、実践的に進めて

いきます。 

 

カッコーフェスタ'1２ 
第７回市民活動団体交流まつり 

笑顔あふれた２日間、広がる活動の輪 
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 「カッコーフェスタ」のキャラクター 

カッコちゃん 今
年
も 

皆
に
会
え
て 

楽
し
か
っ
た 

天候にも恵まれ、笑顔あふれる会場 

 

「今年も会えたね！」 広がる活動の輪 

さまざまな分野で活躍している大和市のいろんな団体

が集まり、活動を披露しつながりを広く・深くするきっかけと

なる活動交流フェスタも、今年で第７回目。 

「お久しぶり、今年も会えてよかったです」と、普段は日

常の活動などでなかなか会えない人たちに会えたり、新た

な仲間に出会ったりして、「人の出会い」を感じられるシー

ンが多くありました。新たな活動の連携が生まれたことも。

まさに、一般市民へ市民活動を広げ、また参加団体相互

の交流を深める役割が定着した様子です。 

これから大和の市民活動の更なる発展のためにも、この

カッコーフェスタの場をより盛り上げる必要性を実感しまし

た。来年度のカッコーフェスタで、またお会いしましょう。 

        

大和市民活動センターは「大和市新しい公共を創造する市民活動推進条例」に基づいて設置されています。 
 
大和市新しい公共を創造する市民活動推進条例 

第 9 条（協働の拠点） 

  市民等、事業者及び市は協働の原則に基づき、それぞれの役割分担に応じて、社会資源の充実を図るための協働の拠点を 

  設置し、その充実に努める。 

2、協働の拠点は、原則として市民等がその運営を担う。             ※運営は[拠点やまと]が担っています。 

 

日時：2012 年 12 月 18 日（火）19:00～21:00 

会場：大和市渋谷学習センター 310 講習室 

会議上手になろう！～会議進行役がポイントです～ 

 

ファシリテーター 

連続共育セミナー 
次回の第56回連続共育セミナーは、 

師匠とお弟子さんが 

皿回しなど模範演技。 

見ていた大人も子どもも 

挑戦 “オットッと” 

 

サトイモの解体ショー、                       

丸ごと見るのははじめて。                       

根っこにイモが団子状態、    

“なかなか、離れないよー” 

子どもは泥まみれでした。 

「会議を変えれば 
     社会が変わる」 
 
をモットーにさまざまな会議のお

手伝いをしてきましたが、会議を

よりよくするためにできることは、

実に小さなことの積み重ねです。 

どんなことがやれるのか？ に 

ついて当日、体験を通じてともに

学びましょう。 
  

講師 

青木将幸氏 
    （まさゆき） 

 

開催概要については、 

同封のチラシをご参照ください。 

 



登録団体を 

NPO等として自立できるように支援 

 大和市障害者自立支援センターでは「30 年以上近く

に住んでいて、ここにこんな『センター』があるなんて、

知らなかった。見ることができてよかった」「就労訓練の

パートナーさんのお手伝いくらいできそう」という声。 

 泉の森の自然観察センター・「しらかしのいえ」ではボ

ランティア協議会スタッフからこんなボランティアのメニ

ューがありますと丁寧な説明あり。「試しに森づくりの作

業日に来たいと思います 

ので、よろしく」と、さっそく 

参加希望の方がいました。 

 次回の「ボランティア見学 

会」は来年 3月実施予定。 

           （同行・小杉記） 

 

 

 

早くも１２月、今年も残り１か月。 

年越しの前に、やるべきことがあります。 

大掃除＆交流会 

 １２月２８日（金） １０時に集合です。 

 ・１０：００～１２：００ 大掃除 

 ・１２：００～１３：００ 交流会  ☆茶菓子がでるよ。 

                    ☆持ちより大歓迎。 

 中間支援施設も連携が大切 
 

 「相模ボラディア」という社協ボランティアセンター、国

際交流センターと連携したボランティア支援の取り組み

をされています。月一回の会議の場では、さまざまなア

イデアも生まれるとのこと。連携を本当に実のあるものに

するには、顔を合わせる機会を定期的に持つことに尽き

るように思いました。   （市民活動課/村山真弓） 

市民活動、行政、企業、個人… 

つながりを大切に、みんなで支え合う 

 指定管理者：ＮＰＯ法人さがみはら市民会議 

 水澤弘子センター長からお話を伺いました。 
 

さがみはら市民活動サポートセンターは、「ネットワー

クの醸成」を中心とする基本理念のもと、今年度１０周年

を迎えます。 

「ネットワークの醸成」は市民活動のみならず、NPO と

企業のコラボフェアを実施するほか、新規登録団体対

象の「さが丸カフェ」では他分野の団体同士の協働や、

行政や企業との連携を促し交流の輪を広げています。 

 また、中・高校生対象のボラン 

ティア体験や、市民活動団体 

と個人との人材交流もサポート 

しています。（拠点やまと/櫻井貞代） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（拠点やまと/櫻井貞代） 
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  11 月 10 日(土) 晴れ 

小田急江ノ島線側フェンスに掲示板があり、設

置後 3 年ほど経って貼付テープの跡が日照や

風雨にさらされ汚れていた。「福祉工房やまと」

の小松寛和さんがカッコーフェスタの際に気付

き“きれいに、しましょうか”と申し出。本日、手

持ちの資材を使い、見違えるほどきれいにして

いただきました。感謝！ 

－3－ 

 指定管理者：ＮＰＯ法人藤沢市市民活動推進連絡会 

 手塚明美センター長からお話を伺いました。 
 

 藤沢センターでは、センターを活動の「拠点」ではなく

「通過点」と位置付け、登録団体がNPO等として自立で

きるように支援している。 

 また、毎年、各団体に1年間の活動報告書を提出して

もらい、次年度も登録団体として受け入れるか否かのチ

ェックも行ない自立を促しているとのこと。 

 振り返って当センターを見ると、「拠点」として利用して

いる団体も少なくないようだ。 

 当センターはどちらに進む 

べきだろうか。 

      （拠点やまと/弘中健一） 

 

 
 団体の基盤をしっかりサポート 
 

 市民活動推進センターは拠点、居場所ではなく、自立

して巣立っていくためのステップの場であり、それに向け

てのマネンジメント支援に力を入れているとのこと。 

 ここに納得です。団体の基盤をしっかりサポートしてい

くというぶれない姿勢がありました。（市民活動課/村山真弓） 

他市「センター」見学リポート(その４・５)  

１１/７（水）「藤沢市市民活動推進センター」訪問 

 

持続可能な「センター」の運営をめざし 

他市「センター」を見学し情報収集中。 

 

「なにかしたい」「生きがいを見つけたい」 

「私が役立つことはあるか」 

それを見つける「ボランティア見学会」 11/29（木）実施 

 

１１/２２（木）「さがみはら市民活動サポートセンター」訪問 

 

見学先・大和市障害者自立支援センター/泉の森/自然観察 

     センター・しらかしのいえ/大和市民活動センター  

主催・市民活動課  共催・大和市民活動センター 

 

大和市民活動センター 年末年始休館日 

 １２月２９日（土）～１月３日（木） 
 新年は１月４日（金）から開館します。 



 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第第 11..33..55((火火))生生放放送送  
99::0000  ⇒⇒1100：：0000  

 

朝ラジ☆ホッとスクランブル 

大和市民活動センターだより 

『やまとっこ☆みつけた 』   
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ＦＦＭＭややままとと    
７７７７．．７７ＭＭＨＨＺＺ  

   

＜これからの出演団体＞

＞。 第 172 回 12/4(火) やまと国際フレンドクラブ（ＩＦＣ） 

第 173 回 12/18(火) 大和北部おやこ劇場 

第 171 回 11/20 (火)～楽器に触れて音を出してみよう～ 

＜大和市芸術文化振興会＞ 
 

 「人生は本から学び、優れた感性は音楽から」を実践

している小林さん（振興会代表、深見にある私設ホー

ル・ウィーンホールのオーナー）。 

演奏家自ら会場設営をし、高校生ボランティアには

演奏家といっしょに準備をして、演奏家のみなさんがど

んな気持ちでお客さまを受け入れているのかを知っても

らう。こんな気遣いをさりげなくして、ご自身は“駐車場

のおじさん”に徹している。 

市民活動推進補助金事業『お届け楽器探検隊』は、

子どもたちに実際に楽器に触れて、音を出す経験をし

てもらう。その後で生演奏を楽しんでもらうという企画。 

 深見中原自治会には９つの子ども会があり、12/8（土）

に実施される企画で、子ども会同士が話し合うきっかけ

づくりにもなった、と語ったのは自治会の望月さん。 

サックス奏者の渡辺さんは、『お届け』では、息圧や

共鳴を感じて、子どもたちは喜んでいましたと。また、子

どもたちの方が音を鳴らすことができて、お母さんたち 

                はショック。「毎年やってほ 

                しい」との声が上っていま 

                すとも。 

                 小林さんは、障害のある 

                人たちなど、聴きたくても聴 

                けない人たちに演奏を届け 

                楽器に触れてもらいたいと 

                熱く語りました。（石川記） 

 

進行役のジョニーです 

 

「一年の流れがあまりに速くて、
漠然としています。「やり残した
こと」、押入れの大掃除でもしよ
うか、あと１ヶ月で何とかなるか
な。（櫻井貞代） 

 

 

 
 

「また、ネグロスへスタディツアーに行きた
いね、○○さんも誘って」と話をしていた
○○さんの突然の訃報。やり残し感より失
うことの大きさに呆然。（石川美恵子） 

 

桜か紅葉の季節に、着物をきて
観劇に行きたい…ここ数年実
現していない。今年も過ぎてし
まいました。（村山真弓） 
 
 

思ったより今年はいろんなことにチャレン
ジできて、充実した一年でした。ただ、ほ
とんど遊べず…ディズニー行きたかった
です。（姜そんう） 

 

選手交代。社会と地域を動かしていく若
いチカラを高齢者の小生が「常識」や「経
験」で抑えてしまっていることがありそう
だ。（小杉皓男） 

ぎっしりの今年の手帳を見て、よくやれた
な～と感心したものの、その分、自分のメ
ンテナンスができていなかったと反省して
います。（関根孝子） 

 

書道を学んでいたが、年初の目標を達成
したので一端休止した。しかし、内容で意
図していたことができなかった。自習して
試みて行こうと思う。（浅見正明） 
 

 

やり残したことは山ほどあるけれど・・・。あ
れもこれも出来なかったと思うとストレスと
加齢で病気になるので考えないことにし
よう。（弘中健一） 
 

毎年暮れになると「家族でスキーに行った
ことの無い家って珍しくない？」 返事も「金
無い、暇無い！生活で滑っているからいい
んじゃない？いつかね！」（望月則男） 

 

「今年やり残したこと」から連想し、生きてる
うちに行ってみたい場所を数えてみた。 
のんきにかまえていたら行けなくなると気付
いた。（中山みゆき） 
 

第 170 回 11/6 (火)～心の安心を提供して地域づくり～ 

＜ＮＰＯ法人地域家族しんちゃんハウス＞ 
 

『Ｂaby’s room』はママのためのママによる素敵な交

流の場。『こども～る鶴間』では、お母さんたちはいろい

ろな情報を得て、安心できる場になっています。 

協働事業『はぐくねっと』は安心して子育てのできる

環境づくりを目指して、今年で 6年目。現在 96名の「は

ぐサポーター」が活動しています。これからは「はぐサポ

ーター」が各地域の特性を活かした、地域のお手伝い

ができればと、話し合っているところです。太い糸を織り

なしていくうちに地域が変わっていくと思います、と熱く

語りました。児童保育にとどまらず、お年よりも集う場と

なっていて、まさに「地域家族」と実感しました。 

リクエスト曲のＣＤを忘れてきた舘合さん（しんちゃん

ハウス理事長）が、『みんないっしょ』という「しんちゃん

ハウス」の歌の出だしのフレーズがわかれば歌えると言

って、メールで確認したのですが、ワンフレーズしか歌

えなくて、ジョニーさんが思わず「舘合さん、サザエさん 

               みたい！」と言ったので、ス 

               タジオの中は笑い声でいっ 

               ぱいになりました。 

                エネルギッシュな舘合さんの 

                「活動の原点ここにあり」と、 

                思いました。 

                    

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

太い糸を織りなしていくうちに地域が変わっていくと思い

ます。 

 
 
  

  

      

テーマ：「今年やり 

     残したこと」 



大和市民活動センター[拠点やまと]が制作発行する 

月刊広報紙「あの手 この手」。 

2012 年 1２月号（第６５号）をお届けします。 

 

 

 

 今年 9月 24 日（月）。 

私はフィンランドの首都ヘルシンキの隣りになるヴァンター市のパッカランリンネ

（Pakkalanrinne）保育園にいました。 

 

 この園のクリスタ（Krista）園長は我々訪問視察メンバー7 名にこの保育園の理念と保育方針

について、以下のような内容をまず講釈し、保育中の子どもたちを視察中、具体的なシーンを通

し、繰り返し述べたことがありました。 

 

ここでは子どもたちを基本的に 4～7名の小さなグループにします。この子どもの構成メンバー

はほとんど替えませんが、そのグループにつくひとりの保育者は臨機応変に替わります。 

さて、少人数グループにする理由は、まず第一義として、質の高い相互コミュニケーションを

獲得、保障する場でありたいからです。子どもどうしのコミュニケート、大人の保育者としっか

りアイコンタクトし、コミュニケートできる訓練の場であってほしい。そして 2 番目の目標は子

どもたちの自発的なグループへの「参加」です。このグループの一員だという認識、この小さな

グループに喜んで迎えられているという実感を持っての参加。そして保育者は一人ひとりの子ど

もは今、どんなことに興味があり、どこに大人の支援が必要なのかを見極めつつ、そのグループ

を保育する。 

  

 そうか。 

「質の高い相互コミュニケーション」そして「自発的な『参加』」、私は園長クリスタさんの言葉

から、これって「市民性」という大事な感覚を育てるキーワードではないのかと思いました。 

 自分たちの共同体（＝社会というか、自治体）は市民一人ひとりが担い、構成されている正（ま

さ）しく大きな「グループ」。そこに参加し、発言し、議論し、行動し、責任をとる。その自覚あ

る市民としての基礎の育ちをフィンランドの保育園では乳幼児から育てているのだなと、ひとり

頷（うなず）いていました。           記・小杉皓男[拠点やまと]広報係 2012/11/28 
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